
べっぷの海辺にぎわい創生協議会（第７回） 議事録 

 

  日 時  平成 29 年 10 月 12 日（木） 10：00～11：20 

      会 場  別府市水道局 3階 大会議室          

 

（出席者）10 名  

竹内委員、阿南委員、奥村委員、尾田委員、安波委員、久保委員（代理：豊田氏） 

梶原委員（代理：山田氏）、渡邉委員、猪又委員、山出委員   

   

１ 開  会 

（事務局） 

 ・委員 19 名のうち 10 名の出席により、設置規約第 8 条の規定により、会議の

成立を報告 

 

２ 協議会委員紹介 

 

３ 議  事 

（１）社会実験の中間報告 

（事務局） 

【べっぷの海岸みまもり隊の活動状況について】 

・今までの活動状況を報告 

開始から 1年経過し、地元の方の参加も増加 

活動の中での意見を反映し、日程の調整、道具の購入等をしたい。 

【ビーチバレーコート等の利用状況について】 

 ・ビーチバレーの利用状況の報告 

春先の利用が多い 

 ・アンケート集計結果の報告 

20 代の利用が多く、常設を希望する声が多い。 

1 面利用当たり 200～500 円の支払意思がある。 

【バーベキューの実施および利用状況について】 

 ・実施概要を報告 

  8/26～11/5 の間、別府国際観光港多目的広場で 10:00～18：00 の時間帯で

実施。事前予約を原則とするが当日利用も可。 

  BBQ レンタル業者に運営を委託。機材レンタルを基本とし、食材も注文で

きるプランも用意。業者により火起こし、片付け、ごみ処理まで行う。 

 ・広報状況、利用状況の報告 

  休日の利用が主、平日は水曜日に一部利用がある。 

  20 代～40 代の利用が多い。    



  （２）社会実験の追加検討 

（事務局） 

【海辺の健幸フェスタ 2017in べっぷ】 

 ・比較的高い年齢層をターゲットにしたイベントを実施。ノルディックウォ

ーキングやフィットネスなど健康づくりに特化したイベントを行う。 

【スタードームの設置について】 

 ・バーベキューの社会実験終了後、冬場の利活用としてスタードームを設置

し、温かいものを提供できないか検討中。 

【その他検討事項】 

 ・ビーチバレー大会を開催し、継続的に大会を実施できるような体制づくり

を行う。 

 

  （３）先導的官民連携支援事業の取り組み状況 

（事務局） 

 ・民間事業者のヒアリング結果の説明 

  SPA ビーチ・餅ケ浜・上人ケ浜を 1 者で包括して利活用・管理するのはボリ

ュームがありすぎる。 

 

  （４）今後の利活用の方向性 

（事務局） 

 ・現状の法的条件の整理、現段階での利活用推進のイメージを説明 

 

  （５）今後のスケジュール 

   （事務局） 

・協議会、社会実験等のスケジュールについて説明 

 

 

 

（質疑応答） 

【べっぷの海岸みまもり隊について】 

（竹内委員） 

・5月の発足式から徐々に地元に浸透してきている。 

（猪又会長） 

・家族連れも来ていると聞いているが参加者の年齢層はどうか？ 

（事務局） 

・家族連れや地元の高齢者が増えてきている。 

（猪又会長） 

・清掃にあわせて、勉強会やイベントを実施してはどうか？ 

  



【ビーチバレーについて】 

（猪又会長） 

・利用状況はどうか？ 

（事務局） 

・利用者が固定化されてきており、コアな人が多い印象である。別のコンテン

ツと組み合わせて餅ケ浜の利用を促す必要がある。 

（猪又会長） 

・将来的に有料化する意向なのか？ 

（事務局） 

・初期投資や維持管理・運営等を考慮すると有料化したい。 

（尾田委員） 

・行橋のビーチサッカー大会をサポートした経験があるが、参加者は増加傾向

にある。ビーチサッカーはサッカーやフットサルの競技者を取り込んでおり、

ビーチバレーもバレー人口を考えると競技者は増えてくると思う。続けるこ

とで定着するのではないかと思う。 

 

【バーベキューについて】 

（猪又会長） 

・利用者からは「良かった」という意見も聞く。口コミで広がるのではないか

と思う。集計結果では高齢者の参加もあり、普段海辺に来ていない人を海辺

に呼べているのではないかと思う。 

（尾田委員） 

・利用料金は委託業者の収益となっているのか？ 

（事務局） 

・社会実験ということで、見込みも立たない状況であったので、業者の収益と

している。 

（尾田委員） 

・田ノ浦ビーチの利用者のアンケート結果では、マリンスポーツ・飲食スペー

ス・バーベキューの要望が多いし、問合せもある。今までは神崎や住吉浜を

案内していたが、別府にあればニーズはかなりあると思う。 

（猪又会長） 

・時間設定について、夜の営業という面ではどうか？  

（山出委員） 

・照明施設はあるのか？広げていくためには会場の安心感も必要である。 

（猪又会長） 

・近隣との調整も必要である。 

 

 

 



【健幸フェスタについて】 

（尾田委員） 

・前回はビーチサッカー大会を行い、若年層をターゲットにイベントを行った

が、今回は高年層を対象にイベントを行いたい。 

 

【スタードームについて】 

（竹内委員） 

・冬場の利活用ということで、寒くてライトがなくても人が来る仕掛けとして

スタードームを設置し、中で暖を取れるようにしたい。夏はバーベキュー、

冬はスタードームで鍋といった切替えによる年間通した活用ができないか

と思っている。 

（山出委員） 

・2006 年にビーコンプラザでスタードームを作って屋台村に入ってもらった

ことがある。千灯明でも作っていると思うが、ドームの大きさも変えること

ができ、面白い。キャンドルナイトや音楽とセットにするなどテーマを変え

ながらリピーターを増やすような工夫が必要である。海岸沿いであるので風

の問題が気がかりである。 

（奥村委員） 

・久住でグランピングを行っているが、上人ケ浜の多目的広場でも将来的にで

きればいいのではないかと考えている。 

 

【先導的官民連携支援事業について】 

（阿南委員） 

・管理の部分で、餅ケ浜はウォーキングをする人が多いが、草が伸びたままの

印象を受ける。また、照明の電気も切れており、管理者に言っても改善され

ない状態である。利活用も重要だが、その前に管理や美化活動が必要である。 

（渡邉委員） 

・県としても限られた予算の中で管理を行っている。管理については市とも協

議中であるが、地域の方の協力も必要だと思っている。 

（安波委員） 

・草刈や掃除の年間スケジュールを住民や利用者にお知らせすることで、利用

者も安心するので、そういった取組みも効果的なのではないかと思う。 

 

４ その他 

   （山出委員） 

・平成 30 年度に国民文化祭が大分で行われることになっており、そのおもて

なし部会の中でツアー造成をつくる予定である。その中の項目として、バー

ベキューやスタードームなど海辺を活用した取組みを取り入れることは可

能であると考えているが、来年度のスケジュールが分かっていれば、12 月



ころまでに検討を行い、2月頃からガイドブックを作る作業を行うので教え

てほしい。 

 

（事務局） 

 ・次回協議会については、1 月頃を予定 

 

５ 閉会 


